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山菜とりにチャレンジしたよ

阿仁公民館　わんぱくクラブ開講式

　

６
月
３
日
、
阿
仁
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に
「
わ

ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

初
夏
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
天
気
の
中
、
阿
仁
打
当
・

野
倉
沢
で
開
講
式
の
あ
と
山
菜
と
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
「
阿
求
道
会
」
（
代
表
・
魚
住
吉
二

氏
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
協
力
く
だ
さ

り
、
山
の
歩
き
方
や
山
菜
の
種
類
な
ど
の
説
明
を

う
け
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
慣
れ
な
い
山
に
11

人
の
子
ど
も
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
！
。
し
か
し
、
次

第
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
山
盛
り
の
山
菜
を
と
っ
た

児
童
も
い
ま
し
た
。

　

途
中
の
沢
で
は
珍
し
い
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
発

見
し
大
喜
び
。
お
昼
に
は
山
菜
の
料
理
法
を
教
え

て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の
と
っ
た
山
菜
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
大
自
然
に
触
れ
た
貴
重
な
体
験
を

し
た
１
日
で
し
た
。

心も体もリフレッシュ

中央公民館定期講座「気楽にスポーツ」　

家庭教育（子育て支援）講座！ 　

６
月
１
日
、
中
央
公
民
館
定
期
講
座
「
気
楽
に
ス
ポ
ー

ツ
」
の
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
緑
の
青
森
県
奥
入
瀬
渓
流
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。
朝
方
の
出
発
時
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し

た
が
、
現
地
に
到
着
す
る
こ
ろ
に
は
青
空
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
昼
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
石
ヶ
戸
を
出
発
し
、
自

然
観
察
や
途
中
で
の
滝
を
バ
ッ
ク
に
全

体
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、
ゆ
っ

く
り
１
時
間

30
分
程
度
の
時

間
で
し
た
が
、
参
加
し
た
み

な
さ
ん
は
会
話
も
弾
み
、

互
い
に
交
流
を
深
め
あ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
も
そ
の
季

節
に
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る

各
種
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　H IROBA

　昨年 10 月の議会全員協議会で取り上げられて以来、現在に至るまで市立合川高等学校を、市内

県立３高校統合に含めるかどうか話題に上っています。つきましては、今まで議会に説明してきた

内容や、経過について市民の皆様へ説明会を開催いたします。各地区の日程は次のとおりです。

市立合川高等学校統合に関する経過説明会を開催します

７月３日（月）

７月４日（火）

７月５日（水）

７月６日（木）

阿仁地区

森吉地区

鷹巣地区

合川地区

ふるさと文化センター

森吉コミュニティーセンター

中央公民館

合川農村環境改善センター

各会場とも

午後６時３０分から

地区名 開催日 会　場 開催時間

▲奥入瀬渓流のウォ―キングで開講した中
央公民館の定期講座「気軽にスポーツ」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
指

導
で
山
菜
取
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

▲

あ
く
ど
う

　市内各小学校や保育園において、家庭教育講座が実施されています。昨今の子どもを

取り巻く環境の変化や痛ましい事件を背景に、大人が子どもに対して、何ができ、どの

ように対応すればよいのか、子ども自身がどのように防ぐことができるのかなど、多く

の保護者が参加していました。                                                                                 

 Ｃ ｈｉｌｄ ～ 子 ど も へ の

 Ａ ｓｓａｕｌｔ ～  　暴    力

 Ｐ ｒｅｖｅｎｔｉｏｎ ～ 防 止

 子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・

痴漢など）から自分の大切な心や体を守るため

に何ができるかを教える教育プログラムです。

　６月８日、米内沢小学校で開催された家庭教育

支援講座では、子どもたちが事件に合わないよう

に「危険から自分を守るために」という内容で行

われました。

　「※ＣＡＰ（キャップ）」というプログラムをも

とに、「知らない人から話しかけられたときの応

え方」「話すときの大人との距離」「いじめを受け

たら」など、日常で実際に起こりうる各種の場面

を設定し、よりよい方法を学びました。

　６月１０日、七日市保育園で家庭教育学級が開

催されました。子どもの将来の人間形成のうえで

最も大切な時期といわれている幼児期の子育てに

ついて、基礎知識や家族の役割について学習を深

めるために実施されました。

　当日は講師に「陽清学園」の主任指導主事であ

る遠藤定雄さんを迎え、グループ討議により子育

ての悩みやそれを解決する方法について学びました。

　前田小学校の講座は、医学博士であり精神保健

指定医である大森先生を迎えての講演でした。そ

の中で、「幼児期の子どもたちは大人が正しいと思

っている。また、子どもたちは少ない体験から出

来事を判断する。その時期に、大人がどれだけ子

どもたちの声に耳を傾け、聞いてあげるかが大

事である。さらに、大人が落ち着いて話す。そ

して、余裕を持って話を聞いてあげることが重

要である」と話されました。

米内沢小学校◇６月８日

前田小学校◇６月１５日‥‥‥　いま、子どものために大人ができること

七日市保育園◇６月１０日

※ＣＡＰ

（キャップ）

とは

　

「
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
、
米
内
沢
小
学
校

の
家
庭
教
育
支
援
講
座

▼

　

グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
り
子
育
て
の
悩
み

や
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
（
七
日
市
保
育
園
）。

▼


